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I 目的

ゴイの西日合餌料に油脂を添加する場合の質的，震的な有効性についてその判定狩料を得るために

試験をおとなった。

E 試験内容及び方法

1. 試験場所

2 試験期間1

3. 試験池の条件

青森県黒石市石名坂字石法師38の2

青森県水産試験場黒石養魚場

日昭和39年 8月 1日

至昭和39年?月 28日(5 8日間)

試 験 池
水源、 備 圭差、，rz 

長き 巾 水深面積

m I且 血 1n
7Id4J/ 474D 0.2?4 但し河川水の矯減に

対照区 9.0 2.0 0.5 2 I 1 7.6 河川水
より注水量は変化する。

第 11玄 9.0 2.0 0.52 1 7.6 80 9 0.3 18 河川水 " 

第 2区 9.0 2.0 0.52 1 7.6 93日 0.3661河川水 11 

4. 供試魚

殉類

採卵地

5. 試験餌料

鰹(攻仔)

黒石養魚場産

区 供 与 餌 料 {荷 考

対照昭 ぺレツト基本餌料 1月の給餌緊は

第 1区 ぺレツト基本餌料+P油外割 12係 魚体重量の 30 rj， 

第 2区 ペレツト茶本餌料十V油外害1)1 2 % 
」四幅四・-同町同・

6. 調餌方法

送られてきたペレツトを簡にかけ，細粉を除き間型ペレツトのみ容器に入れ，所定量の油(外

割 12 rj， )を加え，手でかきM!iIし，その後2a寺間位静置し充分油をしみ込ませた。

7. 給餌方法

(1) 給餌回数

(2) 給餌時間

1日4田

午前?時¥ 1 1時

午後2時， 4時
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13) 給餌の方法

手で検与し，むらなく喰べさせるよう努力した。

(4) 給餌時の所見

イ.餌の齢 1)具合

約1mの範開内に動在した。
ロ.;#)のうさ異合

第 1区，第2区共若干油がう〈理f安である。

ハ. そのイ的

気混の高い時には調餌容器の底に吸着きれない油がたまるので，調E耳は気温のとらない午

前7時頃に行った。ペレツト基本餌料に添加する。

柏脂害は 10 %イ立が適壇と思われる。

8. 摂餌状?兜

各民とも良好であったが，水沼の低下tこi料、 9月中頃より各!きとも喰いが悪〈なってきた。

9. そのイ也

?月上旬，領 1L){尋常 21;宅とも一時(2 '''-' 3日程度)人たれした魚の寄りが烹くなり，摂餌状

柊も烹くなった事がたった。

郡試験続果 ( 'i111実)

1v 考察及び問賭点

JX  100 
平均給餌率 R=  ._. _..， 1 

( BI十 B")x 1/2 X T (飼育回数)

5 失1"主が小台いにも村]九Jt成長がよ〈ない甥Eちと 1 ては*i黒， その内の浸場事空間によるものと
思われる。

4. 特w認が今日1:1'1惣食の 8~年工主 iを γ ということでttろ v二，たが実寝 tこ』ま実施が園戦である。

5 鰐末、;中の環白質を!;0 必ず芸!もこ一定iこした!で治結の号的のl士主主を行う方がよし、。
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号IJ 表

試殺結果

項

A 総尾

B 燃 費ま

D ー尾平均球

E 発死尾

F 襲警死責

α 不明尾

H )参習尾

1 橋重 9 

ペレツト 2 2.346 21.1 77 2 0.269 

J 拾 餌 号ま ( g. ) v 油 一 2.4 1 8 

? 油 2.554 

56.08 65.0 63.9 

217.6 255.9 250.6 

3.75 4.41 4.32 

5 2 
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